わからな いもの だ。 つきましては、 サの 字に 申し あげ 

ます 力」 

「なんだい、 ザの 字て えの は」 

「それ は アナ タ です。 この 正月に 芸者の 一隊が 遊びに 

来 やが つた じ やない か。 そんと き、 文学 芸者の 小 キン 

ちゃんが 文学 相撲の 五郎 ちゃんに 対決し ようて えので、 

論戦が ありまし たよ。 小 キン ちゃんの 曰く サル トル は 

いか、 V、 てえ 時に、 関取なる ものが 答えた ね。 ハァ、 

サル トルさん。 二三よ みました が、 あれ は、 いけ ませ 

ん。 そのと き 以来、 サル トルさん と 申せば 近隣に 鳴リ 

と、 V ろ いてお ります」 



どっちの 代金 も 払って くれない。 自業自得 という もの 

で、 悪事の 結果 は やっぱり 良から ぬ ものである。 

質屋の 商売 は 世評の よからぬ ものである。 そのく せ 

ャミ 屋ゃモ ダリの 商売 を 誰も 悪 く 言わな いの だから、 

そうまで 卑屈に 親 代々 の 商売に かじりつ いてる 法 はな 

ヽ o 

レ 

さいわい 町内に ソバ屋 の 店が 売 物に でた から、 これ 

を 買って、 シル コ屋を はじめる ことになる。 友達 は 有 



難い もので、 古道具屋に オシ ルコの 椀があった からと 

持って きて くれたり、 千鳥 波な ど は、 こういう 時には 

役に立つ。 餅 臼 を ハンド バ ッグ みたい に チヨ ィ とぶら 

さげて きて くれる。 

「この ォソバ 屋の店 は 大きす ぎら。 お 客と いう もの は 

小さな ところへ ゴ チヤ /\ つめられ ると、 あそこ はハ 

ャル とか、 ゥ マイと か、 とっかえひっかえ 来る もの だ- 

広々 としたと ころへ ポッン と 置かれち ゃァ、 二度と 来 

やしないよ。 店 を 小さく しなさい」 

「できて る 店 を 小さく しろた つて、 ムリ です よ。 もぎ 

とる ヮケ にいく もの じ やないです」 



「バカ だよ、 お前 は。 大きい、 小さい も、 ひとつ は感 

じの 問題 だ。 イス、 テ— ブル をゴ チヤ/ \ 並べる とか、 

なんとか、 たとえば だ、 スキ マと いう ものが 広さ を感 

じさせる の だから、 スキ マと いう スキ マへ クリスマス 

ッリ— みたい な 植木鉢 を つめこむ」 

「ハ ァ、 ナル ホド。 では、 関取、 それ を さっそく 買つ 

てきて いた 、\ きまし よ う」 

「この 野郎、 人 を 運送屋に 見た て、 いやがる」 

など 、 言いながら も、 姿の よい 植木鉢 を 見立て、 届 

けて くれたり する から、 友達 はありが たい もの だ。 け 

れ ども 紺屋の 一件が あるから、 いつ 復謦 される か、 ォ 



き 風味の 店、 「さ、 の 枝」 こそ あなたの 訪れ を 待つ。 か 

そけ くも， J そ。 

これが シン ちゃんの 開店 披露の 印刷物で、 これ を 知 

人へ 郵送す る、 近所の 会社 や 商店へ くばる、 検番で 調 

ベて 芸者へ おくる、 女学校の 門前で 手渡す。 

これ を 読んで 驚いた 千鳥 波が、 

「ヮ タシ ゃガッ カリし ましたよ。 お前と いう 男 もこれ 

ほど バ 力と は 知らなかった ね。 なんだい この 文章 は。 

雨 は 降る、 お、、 あの人よ、 なんの 寝言 だい。 二 〇• 

五 世紀の さ、 やき。 二 〇• 五 世紀と は 何です」 



そこで 町内の 小 公園の 野球場で 試合 をす る ことにな 

リ、 両軍 勢揃いして、 見物人 も 集り、 試合が はじまる 

頃になる と、 シン ちゃんが フロ シキの 包みから 何やら 

とりだした。 これ を 大学生が 球場の 松の木へ 登って、 

誰の 手に もと、 V かない 高い ところへ ぶらさげて みると 

一 丈 四方 も ある 旗の ような もので、 

雰囲気と シックと 味の 店、 甘味 処、 さ、 の 枝 野 球団 

堂々 とこう 書かれて いる。 つ ゾ いて 本塁 を まもる シ 

ン ちゃんが パ ッとジ ヤン パ— を ぬぎすて ると、 派手な 

ュニホ ー ムが 現れて、 この 背に は、 職業 野球の 背番号 

の 代りに 「さ、 の 枝 主人」 とデコ デコに 縫いつ けられ 



ところが ある 日の ことで ある。 

事務員ら しい 三人 づれの 娘が きた。 オシ ルコを 二 杯 

ずつ 食べて、 額 を あつめて ヒソ ヒソと 相談して いる。 

相談が こじれ、 同じと ころ をく りかえ して、 却々 まと 

まらぬ 様子で ある。 それ をジッ とうか y つてい ると、 

心理学の 要領で、 ピ カリと 閃く ものが あるから、 いそ 

いそと 進みで ゝ、 

「え、、 わかりました、 わかりました。 三 杯 目の 御 相 

談で ございましよう。 お 代 はおつ いでの 折で よろし ゆ 

うご ざいます。 今後と も、 よろしく、 手前が さ、 の 枝 

主人で ございます」 



と 三 杯 目の 甘い ところ を 届ける。 娘た ち は 喜んで、 

不足 分 を 借金して 帰った が、 それから 一 週間 ほど 後に、 

そのうちの 一 人 だけが やって きて、 

「マスタ ー に 話が あるんで すけ ど、 どこか 別室で きい 

ていた、 V けませんで しょうか」 

「ハ ァ、 ハァ、 では、 どうぞ」 

と 二階の 一室へ 案内す る。 娘 は 一向に 憶した 風 もな 

く、 

「私、 このお 店で 働きたい のです けど、 使って 戴け ま 

せんで しょうか」 

「それ は 又、 どういう わけで しょうか」 



「い、 え、 然し、 女優の 試験 を 受けたん です。 映画 女 

優と は 限りません。 私、 声楽家、 むしろ、 オペラね、 

是非 やりたい と 考えた こと も あるんで すけ ど、 マダ 

ム- バタフライ、 あれ を 近代 日本 女性の 性格で 表現し 

てみたい と 思つ たんです」 

「で、 オペラの 方 も、 試験 を 受けたん です か」 

「いえ、 試験 は 無意味 なんです。 審査員 は 無能、 旧式 

です わね。 新時代の うごき、 新しい アト モス フェア、 

知性的 新人です わね、 そういった 理解 は ゼロに 等しい 

と 思つ たんです。 でも、 然し、 陳腐ね。 理解せられ ざ 

る 芸術家の 嘆き、 それ は 過去の ものね。 ですから、 私、 



「この 店に 働いて いた y ければ、 それ は ヮタシ の 光栄 

なんです が、 然しです、 御覧の ように 当店の 性質と 致 

しまして、 お客様の 九分九厘まで 御 婦人 相手の もので 

すから、 給仕 人 も 同性の 方より は 男の 方が よかろうと、 

三人の 大学生 を 使って いる わけなん です。 で、 当店で 

は、 むしろ 御 婦人の 使用人 を 遠ざける 必要が ある わけ 

で、 残念です が、 やむ を 得ない 次第です。 然しです ね。 

ヮタシ に 一 つ 心 当りが あるので す。 ヮタシ の 親友の 千 

鳥 波と いう 以前 相撲だった 男が、 この 町内で、 同じ 名 

の トン カツ 屋、 つまり トン カツで 酒 をのむ 店 を やって 

るので すが、 この 男が、 目下、 美人 女給 を もとめて い 



屋 では、 最高級の 人種が 集って いるので すよ。 この 店 

へ 、 毎晚ほ とん ど 九 時) J ろ に 必ず 現れ る 三人 づれの 客 

が あるので す。 四十から 四十 四 五の、 ォ— さん、 ャァ 

さん、 ッゥ さんと 呼びあって いる 人品の よい 紳士で、 

一 人が 商事 社の 社長、 一 人が 問屋の 主人、 一 人が 工場 

主と 表向き は 称して いますが、 実は 一 人が 映画会社の 

支配人、 一 人が 有名な 作曲家、 一 人が プ 口 ジュ— サ— 

なんです よ」 

効果 は テキ メン、 娘の 顔が ひきしまった。 

「この 一一 一人 は 映画音楽 演芸 界 の 最高 幹部 級の パ リパリ 

なんです よ。 ニュ ー フエ ー ス 募集と 云っても、 こんな 



時 あつまる の は 大概 は 落第 品で、 彼ら は 常に 街頭に 隠 

れた 新人 を 探して いるものです。 特に 唄のう たえる 

ニュ— フエ ー ス、 これ こそ 彼らの 熱烈に もとめて やま 

ぬ 珍品です よ。 飲食店の たゾの 給仕 女になる なんて、 

天分 ある 御 方が、 それ は 全然つ まらない ことです よ。 

いか y です か。 ひとつ、 何く わぬ 顔、 この 店の 給仕 女 

に 身 を やつして、 チャンス を 狙って は」 

「そうね。 それ もちよ ッ とした スキャンダルね。 意味 

なきに しも あらず ね。 やって みても 悪くない と 考える 

「え、、 そう、 そう。 先方の 御 三方が よろこび ますよ _ 



そう 紹介して やって いるのに、 挨拶に 近づいて くる 

風 もない。 不馴れな の だから、 ほったらかし ておいて 

やれ、 と 千鳥 波 は 気に かけず、 

「おい、 ぉ铫 子。 お 酒 をつ け るんだ よ」 

自分 は 料理 をつ くりながら、 女の 方 を チヨ ィ /\ 見 

るが、 隅の 方に 思い 決した タタ ズ マイで 一点 を 睨んで 

いるば かり、 ぉ铫 子に 酒 を つぐこと が 念頭に もない 様 

子で ある。 

ハ テナ、 変った ことが 起った のかな、 ふりむいても、 

客席の 方に は 別状が ないから、 ゥッ カリす ると、 こや 

つ、 テン カン もちの 発作 を 起 しゃがつ たんじ やない か、 



相撲の 客席な どで も、 年に 三 四 度 テン カン もちの アブ 

クを ふくのに ぶっかる もの だが、 酒興に むくと いう も 

のじ やない。 

「おい、 ぉ铫子 をつ けない か。 なに を ボン ャリ してる 

んだ」 

とたんに 女が キヤ— ッ という 勢 一 ぱいの 悲鳴 を あげ 

た。 

千鳥 波 ほどの 豪の者で も 飛び あがる ほど 驚いた が、 

御 三方の 心気 顚倒、 浮 腰と なリ、 とたんに ッゥ さん は 

六 ッ七ッ つ V けさ まに 異常な 大物 をお もらしになる。 

大 音響の ハサ ミゥチ に、 千鳥 波 も ふと 気がついて、 



ハ ハァ、 さて は 先刻の 訓辞が 骨身に しみて、 生娘の 一 

念、 ジッと 凝らして ッゥ さんの 気息 をう か、 V い、 間 一 

髪に 見破って、 悲鳴 を あげたの かも 知れない。 とっさ 

のこと で 手 もとに 皿がない から 悲鳴 を あげた と 思 えば 

イジ ラシィ ことで も あるが、 待てし ばし、 今 来たば か 

りの 初見 参の 御 三方の どれが ッゥ さん やら 知る 害 の な 

いこと である。 

千鳥 波 は 女の 初々 しさ、 ゥブな 色気に ひと 方なら ず 

チヤ— ム される ところがあった から、 一 度 はこん な 風 

にこれ も 女の 初々 しさに よるせ いだな ど、 思って みた 

が、 そうじゃない。 



その 悲鳴 はいつ かな 終らぬ。 終らぬ ばかり か、 フシ 

が ある。 つまり これ は 唄で ある。 ようやく それが 分つ 

てきた。 

ふとした 気分で 鼻唄と いうので はない。 全力 的な も 

ので ある。 必死な もの だ。 おまけに 肩をすくめ てお 乳 

の あた リを だくよう にしたり、 その 手 をジリ /\ と 朝 

顔 型に ひらいて みたり、 そのたび に、 十 人足らず で満 

員になる 小さな 店の こと だから、 コマ クも 頭もハ レツ 

しそうに なり、 金 切 声の ふるえに つれて、 背中から ド 

リルで 突き刺された 思 いになる。 

三人の 旦那の 蒼 ざめ はてた 顔 を 見れば、 忽ち 思い当 



る ことがある。 金 切 声の 声楽に 亡国の 悲劇 を 読みと る 

三人の 旦那であった。 その 御 三方の 登場 を 合図に 唐突 

と 亡国の 悲歌 を かなでる、 もとより そこに はさ、 の 枝 

主人の 指図が あるに きま つてい る。 

そこで 千鳥 波 は 物 を も 言わず 猛然と 襲い かゝ つて ソ 

プ ラ ノ嬢を ぶ ら さげて 奥の 座敷へ 運び こみ、 パチパチ 

パチと 二十ば かり ひッぱ たく。 六尺 三十 貫の 巨漢 だか 

ら、 意識して 力 をぬ いている けれども、 頭 は 一時に ボ 

ゥと かすんで、 ソプラノ 嬢 は フラ/ ^とのび てし まつ 

た。 その 髪の毛 をに ぎり、 片手に 女の ァゴ をお さえて、 

グイと 顔 を ひきよせて、 



なきや、 背骨 を 叩き 折って くれる から、 そう 思え」 

首 をつ かんで フリ 廻しても 答えない。 ァゴに 手 を か 

けて、 グイと 口 を あけさせても 答えない。 もっとも、 

それで は 声が でない ヮケ でも ある。 

「白状し ないか。 しぶとい 奴 だ。 この アマめ」 

顔 を ひきよせて 睨みつ ける。 女の 顔が 口惜し さに ゆ 

がんだ。 突然 キリ ヽと 女の 顔の ひきしまった 刹那、 千 

鳥 波の 手 をく、 V つて、 女の 肢体が マリの ように はずん 

だ。 

「ゥ ムム」 

千鳥 波の 巨体が 虚空 をつ かんで 畳の 上へ はじかれて、 



のびて いる。 ミゾォ チにス トレ ） ^を くらった ので あ 

る。 年来の 牛飲馬食で、 巨体の くせに 胃の もろい こと 

話に ならない。 小娘の 一撃 だけで アツ サリと ノック ァ 

ゥト のて いたらく である。 

ソプラノ 嬢 は ハヤ テの 如く 襲い か、 つて、 千鳥 波の 

鼻、 口、 ホッペ タの あたり をつ かんで、 肉 をむ しりあ 

げる。 それが すむ と、 ァゴを 狙って アツ パ— カット を 

ポンポン ボンと 五 ッ六ッ くらわせる。 その 構えと 云い 

狙い、 速力、 その 道の 習練の ほど を 示して いる。 

ゥ ムム、 ァゥ、 ゥゥ、 と 穏やか ならぬ 物音で あるか 

ら、 三人の 旦那が のぞいて みると、 これ はしたり、 ノ 



て もダメ なんで さ。 然し、 見事に、 やり やが つた。 今 

度 こそ カンべ ン ならね え。 背骨 を折リ たたんで ソップ 

にして やる。 シン 公の 野郎から なんと 指図 を うけてき 

やが つた か、 白状し ろ」 

「え ゝ、 ぇゝ、 言います。 毎晚九 時に くる 三人 づれは 

作曲家と 映画会社の 支配人と プロ ジュ— サ ー で 唄の 上 

手な ニュ ー フエ ー スを 探して いるから、 唄って きかせ 

て、 とりたて、 いた、 V きなさい と 指図 をう けた わよ。 

それ を 信じた こと は、 それ は 私の 無智 だけど、 それ 故 

に、 それ を 暴力に 訴える、 それによ つての みし か 位置 

の 優位 を 知り 得ない、 それ は それによ つて 敗戦 を まね 



「物騒 だから、 送って やる よ。 ゥチへ は 黙って 出て き 

たんだろう。 ゥチの 人が 心配して いる ぜ」 

店に 鍵 を かけ、 肩 をなら ベて 夜道 を 歩く。 千鳥 波 は 

女が いじらしく 思われて、 それが 夜道に、 キ レイに 澄 

んで深 かまる ので ある。 

「な ァ、 お前 は 本当に 声楽家に なりたい のかえ。 よつ 

ぼ ど 声楽が うまい のか」 

すると 女が 言下に 答えた。 

r ゥソ なのよ。 私、 小学校 も 女学校 も、 声楽なん か、 

カモ ばっかりよ。 本格の ソプラノ なんか、 一度 も 唄つ 

てみ やしない。 流行歌 だって 満足に 唄えない のよ」 
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